
　

平
成
２９
年
第
１
回
三
宅
村
議

会
臨
時
会
の
開
催
を
次
の
と
お

り
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

▽
開
催
日
時
（
会
期
）
＝
８

月
２３
日
㈬
１
日
間
、
午
前
９
時

半
開
会

　

▽
開
催
場
所
＝
三
宅
村
役
場

臨
時
庁
舎
３
階
議
場

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
議
会

事
務
局
☎
⑤
０
９
５
６
。

　

１１
月
18
日
㈯
、
三
宅
村
阿
古

体
育
館
、
三
宅
島
郷
土
資
料
館

と
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
駐
車

場
内
で
第
18
回
三

宅
島
産
業
祭
を
開

催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
三
宅

島
の
農
林
水
産
業
や
商
工
業
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
農

産
物
の
展
示
・
品
評
会
、
特
産

品
や
飲
食
物
の
他
に
昔
か
ら
伝

わ
る
島
の
料
理
を
販
売
し
ま

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

後
日
ポ
ス
タ
ー
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
第
18
回
三
宅

島
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
⑤
０
９
９
２
。

島コンツアーのチラシ

　

６
月
２２
日
か
ら
２５
日
ま
で
の

３
泊
４
日
の
日
程
で
「
三
宅
島

農
あ
る
島
暮
ら
し
体
験
」
を
実

施
し
、
島
外
か
ら
２
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
開
催
の
あ
い
さ
つ

と
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
三
宅

島
の
概
要
や
農
業
の
座
学
、
島

内
各
所
を
巡
り
ま
し
た
。
翌
日

以
降
は
、
農
家
の
指
導
を
受
け

　

８
月
１
日
㈫
か
ら
特
定
有
人

国
境
離
島
法
に
基
づ
く
国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
、
調
布

↔

三

宅
島
路
線
（
新
中

央
航
空
株
式
会

社
）
の
島
民
運
賃

が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。

　

▽
割
引
後
運
賃
＝
１
万
４
０

０
円
（
片
道
）
／
人
▽
対
象
者

＝
三
宅
村
・
御
蔵
島
村
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
方
▽
購
入
・

予
約
方
法
＝
現
行
と
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
（
搭
乗
手
続
き
の

際
、
運
転
免
許
証
そ
の
他
の
公

的
機
関
の
発
行
す
る
本
人
の
住

所
が
確
認
可
能
な
書
類
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。）

　

村
で
は
引
き
続
き
、
航
空

路
・
航
路
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は

企
画
財
政
課
企
画
情
報
係
☎
⑤

０
９
８
４
ま
た
は
三
宅
島
空
港

☎
⑥
０
０
０
６
。

　

結
婚
を
希
望
す
る
島
内
の
男

性
と
島
外
の
女
性
が
出
会
う
機

会
と
し
て
、
５
回
目
と
な
る
三

宅
島
島
コ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
島
内
か
ら

男
性
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
ツ
ア
ー
行
程
】

　

９
月
２８
日
㈭
：
男
性
参
加
者

は
定
期
船
で
上
京
、
都
内
泊
。

　

２９
日
㈮
：
都
内
で
女
性
参
加

明日葉摘み体験

稲葉会長へ記念品を贈呈

　

６
月
２４
日
か
ら
２５
日
に
か
け

て
小
金
井
三
宅
島
友
好
協
会
が

毎
年
恒
例
の
「
初
夏
の
三
宅
島

ツ
ア
ー
」
で
来
島
し
、
明
日
葉

摘
み
体
験
や
小
金
井
小
次
郎
の

井
戸
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
、
小
金
井
三
宅
島

友
好
協
会
に
お
い
て
、
長
年
会

長
を
務
め
ら
れ
た
神
島
せ
つ
子

氏
が
相
談
役
に
就
任
、
新
会
長

に
は
稲
葉
孝
彦
前
小
金
井
市
長

が
就
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
三

宅
村
、
三
宅
村
友
好
・
交
流
協

会
、
三
宅
村
商
工
会
で
は
、
神

島
せ
つ
子
氏
の
長
年
に
わ
た
る

ご
尽
力
と
、
稲
葉
孝
彦
氏
の
市

長
と
し
て
の
今
ま
で
の
ご
功
績

に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今

後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念

し
、記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
公
益
社
団
法
人
三
宅

村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
法
人
三
宅
島
社
会
福

祉
協
議
会
の
総
会
や
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
平
成
２８
年
度
事
業

報
告
や
決
算
の
承
認
、
平
成
２９

年
度
事
業
計
画
や
収
支
予
算
お

よ
び
役
員
選
任
な
ど
に
つ
い
て

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２０
日
は
、
公
益
社
団
法
人
三

宅
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
平
成
２９
年
度
定
時
総
会
が
三

宅
村
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

会
員
１
９
３
人
の
う
ち
１
５
８

人
（
委
任
状
・
議
決
権
行
使
書

を
含
む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
理
事
の
選

任
で
は
、
晝
間
孝
夫
さ
ん
（
会

長
）
、
髙
松
英
夫
さ
ん
（
副
会

長
）
、
彦
坂
晶
子
さ
ん
（
理

事
）
、
島
崎
広
光
さ
ん
（
理

事
）
が
重
任
し
、
津
村
さ
く
江

さ
ん
、
堀
井
境
さ
ん
、
日
下
晋

輔
さ
ん
が
新
た
に
理
事
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
三
宅
村
福
祉

健
康
課
保
健
師
３
人
に
よ
る

「
熱
中
症
予
防
」
と
「
要
支

援
・
要
介
護
リ
ス
ク
評
価
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
講
習
会
が
開

催
さ
れ
、
参
加
し
た
７９
人
が
そ

の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２２
日
は
社
会
福
祉
法

人
三
宅
島
社
会
福
祉
協
議
会
の

今
年
度
第
１
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
現
任
理
事
１３
人
の
う
ち

１２
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
平
松
一
成
さ
ん
と
４

月
の
三
宅
村
人
事
異
動
に
伴
い

中
村
敏
郎
福
祉
健
康
課
長
が
理

事
に
、
北
川
多
恵
子
さ
ん
が
副

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

者
と
夕
食
会
。
そ
の
後
、
定
期

船
で
三
宅
島
へ
出
発
。

　

３０
日
㈯
：
謎
解
き
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
（
予
定
）
や
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
な
ど
で
交
流
。

　

１０
月
１
日
㈰
：
午
前
中
は
フ

リ
ー
タ
イ
ム
、
定
期
船
で
帰
京

す
る
女
性
参
加
者
を
見
送
り
。

　

▽
対
象
＝
三
宅
島
在
住
の
２０

歳
以
上
の
独
身
男
性
で
転
勤
の

可
能
性
が
低
い
方（
定
員
１５
人
）

　

▽
募
集
締
切
＝
８
月
３１
日
㈭

（
定
員
と
な
り
次
第
募
集
終
了

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

▽
参
加
費
＝
１
万
５
０
０
０

円
　

▽
主
催
＝
三
宅
島
観
光
協
会

　

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み
は

三
宅
村
商
工
会
青
年
部
☎
②
１

３
８
１
、
女
性
参
加
者
募
集
に

つ
い
て
は
三
宅
島
観
光
協
会
☎

⑤
１
１
４
４
。

　

三
宅
村
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
の

う
ち
、
彦
坂
明
伸
氏
、
築
穴
一
也
氏
が
平
成
２９
年
６

月
３０
日
に
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
、
後
任
の
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
平
成
２９
年
７
月
１
日
付
で
、
瀧
沢

裕
司
氏
、
高
橋
久
美
子
氏
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。 

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長
が
議
会
の
意
見
を

聞
い
て
候
補
者
を
法
務
大
臣
に
推
薦
し
、
法
務
局
に

お
い
て
弁
護
士
会
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
に

意
見
を
求
め
検
討
し
た
後
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
、
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
人
権
相
談
に
対

応
す
る
他
、
小
中
学
校
に
お
け
る
人
権
の
花
運
動
・

人
権
作
文
な
ど
に
携
わ
り
ま
す
。
任
期
は
３
年
で

す
。

　

三
宅
村
に
お
い
て
現
在
３
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

【
人
権
擁
護
委
員
】

　

▽
長
谷
川
套
雄
氏
（
神
着
・
再
任
）

　

▽
瀧
沢　

裕
司
氏
（
阿
古
・
新
任
）

　

▽
高
橋
久
美
子
氏
（
坪
田
・
新
任
）

　

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
庶
務
係
☎
⑤
０
９
８
１
。

受粉作業をする参加者

な
が
ら
キ
キ
ョ
ウ
ラ
ン
や
ト
マ

ト
、ア
シ
タ
バ
、パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
の
収
穫
や
受
粉
作
業
な

ど
を
体
験
し
、
懇
親
会
で
島
民

の
方
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
意
見
交
換
会
を
行

い
、
参
加
者
は
「
短
い
日
程
な

が
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
の
体

験
が
で
き
、
島
の
農
業
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

三
宅
島
の
農
業
や
島
で
の
暮

ら
し
を
体
験
す
る
こ
と
で
農
業

就
業
や
定
住
に
つ
い
て
考
え
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
観
光
産
業
課

農
林
水
産
係
☎
⑤
０
９
９
２
。

島
民
の
航
空
運
賃
引
き
下
げ

８
月
１
日
㈫
開
始

調
布
︱
三
宅
島

再任が１人、新任が２人
人権擁護委員を委嘱法務

大臣

８
月
２３
日
㈬
に
開
催
し
ま
す

島
内
の
男
性
参
加
者
を
募
集
中

平
成
２９
年
第
１
回
三
宅
村
議
会
臨
時
会

島
コ
ン
ツ
ア
ー
を
開
催

小
金
井
三
宅
島
友
好
協
会

相
談
役
に
神
島
氏

会　

長
に
稲
葉
氏

が
就
任

平
成
２９
年
度 

事
業
計
画
、予
算
な
ど
審
議

シ
ル
バ
ー
と
社
協
が 

総　

会

理
事
会 

開
催

三
宅
島
農
あ
る

島
暮
ら
し
体
験

第
18
回
三
宅
島

産
業
祭
を
開
催

１１
月
18
日
㈯
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（外国人含む）



	

平成２９年６月１１日から平成２９年７月１０日まで

村長室だより

６月１３日 平成２９年第２回三宅村議会定
例会出席

１４日 東京都建設局河川部防災課長
来庁対応

１７日 東京消防庁東京都消防訓練所
長懇談会出席

２０日 東京電力パワーグリッド株式
会社　新旧三宅島事務所長来
庁対応

２１日 東京都漁港漁場協会通常総会
出席

２３日 平成２９年度公益財団法人東京
都島しょ振興公社第１回評議
員会、平成２９年度第１回伊豆
諸島・小笠原諸島地域力創造
対策協議会出席

２６日 東京都総務局長来庁対応
２８日 平成２９年度東京都離島航路地

域協議会出席
２９日 平成２９年度三宅島友好交流協

会総会出席
３０日 平成２９年度夏期観光対策連絡

会議出席
７月３日 平成２９年度東京都砂防協会通

常総会出席
５日 新三宅村残土処分場建設に関

する検討委員会出席
７日 東京都議会あいさつ回り
９日 第７回三宅島少年柔剣道大会

出席
１０日 気象庁地震火山部火山課長、

東京都建設局道路管理部安全
施設課長来庁対応

人
事
異
動
（
７
月
１
日
付
）

　

【
主
任
級
】
福
祉
健
康
課
健

康
係
主
任
＝
宮
崎
良
太
、
消
防

本
部
空
港
消
防
係
主
任
＝
渡
邉

純
平
（
消
防
士
長
）

　

【
新
規
採
用
】
福
祉
健
康
課

み
や
け
保
育
園
＝
壬
生
未
奈

（
保
育
士
）

　

【
併
任
（
東
京
都
併
任
）
】

村
民
課
税
務
係
＝
岡
賀
正
、
池

田
健
太
郎

　

村
民
課
は
、
本
年
４
月
の
組

織
改
正
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ

れ
た
課
で
、
「
住
民
年
金
係
」

「
保
険
係
」
「
税
務
係
」
の
３

つ
の
係
か
ら
な
り
、
私
の
他
８

人
の
職
員
が
日
々
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

「
住
民
年
金
係
」
は
住
民
票

の
異
動
や
ご
結
婚
、
出
生
な
ど

戸
籍
に
係
る
手
続
き
、
印
鑑
登

録
手
続
き
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申

請
、
国
民
年
金
に
関
す
る
届
け

出
、
各
種
証
明
書
の
発
行
な

ど
、「
保
険
係
」は
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
賦
課
徴
収
、
保
険
証
発
行
事

で
な
い
方
は
ぜ
ひ
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
税
な
ど
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
決
め
ら

れ
た
納
期
限
内
で
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
税

金
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
生
活

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
貴
重

な
村
の
財
源
と
な
り
ま
す
。
納

期
限
内
に
納
め
ら
れ
な
い
場
合

は
、
税
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
催
告
や
最
終
的
に
は
差
し

押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
な
ど
を

行
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
を
防
ぐ

た
め
に
も
便
利
な
口
座
振
替
の

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

務
な
ど
、「
税
務
係
」は
村
税
の

賦
課
徴
収
、未
収
債
権
の
管
理
、

納
税
相
談
、
家
屋
評
価
や
各
種

証
明
書
の
発
行
な
ど
、
村
民
の

皆
さ
ま
の
生
活
に
係
る
一
番
身

近
な
業
務
を
取
り
扱
う
役
場
の

窓
口
で
す
。

　

こ
こ
で
、
お
知
ら
せ
で
す
。

住
民
票
や
戸
籍
、
印
鑑
証
明
、

各
種
税
証
明
な
ど
の
交
付
申
請

の
際
に
は
、
運
転
免
許
証
や
保

険
証
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認
が

必
要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
あ
れ
ば
、
申
請
時
の
本

人
確
認
に
使
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
、
カ
ー
ド
を
お
持
ち

　

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
（
通
称
：
マ
ル
障
）
の
医
療

証
は
８
月
末
に
期
限
切
れ
と
な

り
、
今
年
度
も
更
新
に
あ
た
り

所
得
な
ど
の
確
認
を
職
権
に
よ

り
行
い
ま
す
。

　

更
新
に
該
当
す
る
方
に
は
８

月
下
旬
に
新
た
な
医
療
証
を
送

付
し
、
非
該
当
の
方
に
は
、
そ

の
旨
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

▽
制
度
の
概
要
＝
重
度
心
身

障
害
者
の
方
の
保
健
と
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
東
京
都
が
医
療
費
（
保
険

診
療
分
）
の
自
己
負
担
額
の
一

部
ま
た
は
全
額
を
助
成
し
ま

す
。

　

▽
対
象
者
＝
①
身
体
障
害

１
・
２
級
（
内
部
障
害
の
み
３

級
）
お
よ
び
愛
の
手
帳
１
・
２

度
②
新
規
申
請
時
、
６５
歳
未
満

　

※
生
活
保
護
者
は
除
き
ま

す
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
福
祉
健
康
課

福
祉
係
☎
⑤
０
９
０
２
。

　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
更
新
手
続

き
は
９
月
１
日
㈮
か
ら
観
光
産

業
課
企
業
係
ま
た
は
各
出
張
所

で
行
え
ま
す
。
手
続
き
の
際
は

次
の
必
要
書
類
と
手
数
料
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

▽
必
要
書
類
＝
①
シ
ル
バ
ー

パ
ス
更
新
申
込
書
②
使
用
中
の

シ
ル
バ
ー
パ
ス
③
運
転
免
許
や

保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
④
平
成
２９
年
度
介
護
保

険
料
納
入
決
定
通
知
書
ま
た
は

住
民
税
非
課
税
証
明
書

　

▽
手
数
料
＝
住
民
税
非
課
税

の
方
は
１
０
０
０
円
、
課
税
の

方
は
２
万
５
１
０
円

　

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
現

在
お
持
ち
の
方
に
は
、
東
京
バ

ス
協
会
か
ら
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス

更
新
手
続
き
の
ご
案
内
」
が
８

月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
観
光
産
業
課

企
業
係
☎
⑤
０
９
０
８
。

　

今
回
は
、
樹
木
の
挿
し
木
繁

殖
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

す
。
挿
し
木
は
植
物
の
繁
殖
法

の
一
つ
で
、
枝
を
切
っ
て
土
に

挿
し
て
発
根
さ
せ
る
も
の
で

す
。
庭
に
植
え
て
あ
る
木
を
増

や
し
て
み
た
い
、
他
の
人
の
家

の
庭
木
の
枝
を
も
ら
っ
て
増
や

し
て
み
た
い
と
い
う
場
合
に
気

軽
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
順
と
し
て
は
①
枝
を
採
取

す
る
②
１０
～
１５
㌢
㍍
程
度
の
長

さ
に
切
る
③
葉
を
２
、
３
枚
残

し
て
取
り
除
く
④
よ
く
切
れ
る

ナ
イ
フ
な
ど
で
切
り
口
を
斜
め

に
切
り
な
お
す
⑤
し
ば
ら
く
の

間
水
に
挿
し
て
吸
水
さ
せ
る
⑥

ポ
ッ
ト
な
ど
に
土
を
入
れ
て
挿

す
⑦
た
っ
ぷ
り
灌
水
（
か
ん
す

い
）す
る
と
い
う
こ
と
で
、特
に

難
し
い
作
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
で
、
明
る
め
の
日
陰
に
置

き
、
土
の
表
面
が
乾
か
な
い
よ

う
数
日
に
１
回
程
度
灌
水
し
て

く
だ
さ
い
。
最
後
に
挿
し
木
を

行
う
時
期
で
す
が
、
＝
表
＝
の

通
り
、
樹
種
に
よ
っ
て
発
根
し

や
す
い
時
期
が
異
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
適
期
に
行
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

挿
し
木
は
上
手
く
い
け
ば
１

カ
月
～
２
カ
月
く
ら
い
で
根
が

出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
種
類

に
よ
っ
て
簡
単
に
根
が
出
る
も

の
（
ア
ジ
サ
イ
、
マ
サ
キ
な

ど
）
と
出
に
く
い
も
の
（
カ

キ
、
ウ
メ
な
ど
）
が
あ
り
ま

す
。
ど
ん
な
木
で
も
挿
し
木
で

増
や
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
手
軽
に
で
き
る
方
法
で

す
の
で
、
い
ら
な
い
枝
が
で
き

た
と
き
な
ど
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

農
作
物
の
管
理
に
対
す
る
相

談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
☎
⑥
１
４
１
４
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
公
証
人
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理

第
２
回
地
域
振
興

補
助
事
業
を
募
集

�

島
し
ょ
振
興
公
社

ど
の
有
志
で
構
成
し
て
い
る
団

体
で
、
伊
豆
諸
島
全
て
の
島
で

巡
回
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
庶
務

係
☎
⑤
０
９
８
１
ま
た
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
☎
０３–

５
９
１
９–

３

５
３
０
。

公
開
講
座 

陶
芸
教
室
の

参
加
者
を
募
集

三
宅
高
校

　

三
宅
高
校
に
て
、
公
開
講
座

「
陶
芸
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
初
心
者
を
対
象
と
し
た
、

陶
芸
体
験
教
室
で
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
定
員
９
人
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
の
上
、
通

知
い
た
し
ま
す
。

　

▽
内
容
＝
第
一
回「
成
形
」、

第
二
回
「
削
り
」
、
第
三
回

「
下
絵
付
け
」
、
第
四
回
「
施

釉
」
、
第
五
回
「
鑑
賞
」

　

▽
日
時
＝
第
一
回
９
月
１７
日

㈰
午
前
８
時
半
～
１２
時
半
、
第

二
回
９
月
１８
日
㈪
午
後
１
時
～

午
後
５
時
、
第
三
回
１０
月
２８
日

㈯
午
前
９
時
～
１２
時
、
第
四
回

１０
月
２９
日
㈰
午
前
９
時
～
１２

時
、
第
五
回
１１
月
２３
日
㈭
午
前

９
時
半
～
１０
時
半

　

▽
費
用
＝
１
９
３
２
円

　

▽
募
集
期
間
＝
８
月
２１
日
か

ら
９
月
１
日
ま
で
（
当
日
消
印

有
効
）

　

応
募
方
法
は
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
代
、
性
別
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
は
が
き
、

　

島
し
ょ
地
域
の
団
体
・
法

人
・
個
人
事
業
者
な
ど
の
地
域

振
興
に
関
す
る
事
業
に
対
し
、

経
費
の
一
部
を
東
京
都
島
し
ょ

振
興
公
社
が
補
助
し
ま
す
。
対

象
事
業
は
地
域
振
興
に
係
る
①

特
産
品
②
観
光
振
興
③
島
お
こ

し
を
担
う
人
材
育
成
に
関
す
る

事
業
の
他
「
④
そ
の
他
地
域
振

興
に
資
す
る
事
業
」
と
し
て
⑴

地
域
振
興
に
係
る
第
一
次
産
業

活
性
化
に
関
す
る
事
業
、
⑵
地

域
振
興
に
係
る
環
境
保
全
に
係

る
事
業
が
追
加
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
事
業
の
概
要
や
、
対
象

団
体
、
事
業
期
間
、
補
助
金
額

な
ど
の
詳
細
は
募
集
案
内
ま
た

は
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

▽
申
請
締
切
＝
８
月
２１
日
㈪

　

▽
募
集
案
内
配
布
と
申
請
書

提
出
先
＝
企
画
財
政
課
企
画
情

報
係

　

問
い
合
わ
せ
は
島
し
ょ
振
興

公
社
☎
０３–

５
４
７
２–

６
５

４
６
、
ま
た
は
企
画
財
政
課
企

画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
。

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
な
ど
の

法
律
関
係
者
に
よ
る
法
律
・
税

金
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
８
月
25
日
㈮
午
前

９
時
～
午
後
４
時
ま
で

　

▽
場
所
＝
三
宅
村
役
場
臨
時

庁
舎
３
階
会
議
室

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た

め
て
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
悩
み
、
ご
相

談
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
裁
判
所
や

法
律
家
が
存
在
せ
ず
市
民
の
司

法
ア
ク
セ
ス
に
制
約
の
あ
る
地

域
に
お
い
て
、
出
張
法
律
相
談

や
法
律
教
室
を
行
っ
て
い
る
弁

護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
な

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
は
都
立
三
宅
高
等
学
校
☎
⑥

１
１
３
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
⑥
０
５
５

１
、
〒
１
０
０–

１
２
１
１
三

宅
村
坪
田
４
５
８
６
。

　

た
だ
し
、
い
く
つ
か
注
意
点

が
あ
り
ま
す
。
使
用
す
る
土
で

す
が
、
購
入
し
た
バ
ー
ミ
キ
ュ

ラ
イ
ト
、
赤
玉
土
、
鹿
沼
土
な

ど
、
清
潔
な
土
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
次
に
水
管
理
で
す

が
、
挿
し
た
枝
は
乾
燥
に
弱
い

表　挿し木の適期

時　期 ３月中旬頃 ６月中下旬 ９月

呼び名 休眠枝挿し
（春挿し）

緑枝挿し
（梅雨挿し） 秋挿し

落葉
広葉樹 ○ ○

常緑
広葉樹 ○ ○

針葉樹 ○ ○

「
樹
木
の
挿
し
木
繁
殖
に
つ
い
て
」

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

島
し
ょ

総
合
セ
ン
タ
ー
通
信

水
産
農
林

役
場
の
明
る
い
窓
口

み
ん
な
の

コ
ラ
ム

三
宅
村
役
場 

村
民
課
長

宮
下　

亮

８
月
末
で
期
限
が
切
れ
ま
す

医
療
証
の
更
新

障

シ
ル
バ
ー
パ
ス

の
更
新
手
続
き

９
月
１
日
㈮
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

無
料
相
談
会
を
開
催

法
律
・
税
金

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
２４
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

８
月
は
保
育
料
、村
都
民
税
の
納
付
月
。

８
月
３１
日
㈭
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

８
月
は
保
育
料
、村
都
民
税
の
納
付
月
。

８
月
３１
日
㈭
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
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１日㈫ 航空路の運賃低廉化開始

３日㈭ 島ぐらし体験事業（～１０日）

４日㈮ 富賀神社大祭（～９日）

８日㈫ 乳幼児健康診査� 【伊豆避難施設】

１３日㈰ 阿古盆踊り（～１４日）

１７日㈭

定期予防接種� 【中央診療所】
　ＤＰＴ-ＩＰＶ	（１４：３０～１４：４０）
　日本脳炎１期	（１４：４０～１５：００）
　ＭＲ	 （１５：００～１５：２０）
　ＤＴ２期・日本脳炎 ２期
	 （１５：２０～１５：４０）

１９日㈯ ＷＥＲＩＤＥ三宅島親子サマーキャンプ
（～２１日）

２０日㈰ あじさいの里納涼祭

２３日㈬ 第１回三宅村議会臨時会

２８日㈪ 小金井子ども体験塾（～３０日）

３１日㈭

任意予防接種	 （１４：２０～１４：３０）
定期予防接種 
ＢＣＧ	 （１４：２０～１４：３０）
Ｂ型肝炎	 （１４：３０～１４：４０）
小児用肺炎球菌、ヒブワクチン同時接種
	 （１４：４０～１４：５０）
水痘 	 （１４：５０～１５：００）
� 【中央診療所】
保育料（８月分）、村都民税（第２期）の納
期限

◆�保健師による健康相談（毎週火・金曜日９：３０～
１１：００、無料・予約不要� 【福祉健康課　健康係】
◆�東京法務局の８月の特設登記所は開設されません。
〈次回の開設予定〉
９月１３日㈬９：００～１２：００、１３：００～１６：００
９月１４日㈭９：００～１２：００� 【役場臨時庁舎】

８月のカレンダー

就航率 搭乗率
調布
� ⇒三宅

91.1％
46.3％

三宅
� ⇒調布 80.9％

航空機の運航状況

・検診、予防接種、子育て相談、健康相談など
　�福祉健康課 福祉係☎⑤０９０２ 健康係☎⑤０９１１
・村税��������村民課税務係☎⑤０９８３
・特設登記所�企画財政課企画情報係☎⑤０９８４ 
　東京法務局　不動産登記☎03‐5213‐1330
　　　　　　　法 人 登 記☎03‐5213‐1337
� ※相談の際は関係する資料をご持参ください。

問
い
合
わ
せ
先

【問い合わせ】
新中央航空㈱三宅島空港
☎04994-6-0006

（H29.6.1～6.30）

　

最
近
、
年
を
と
っ
た
な
あ
…

と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
そ
れ
は
フ
レ
イ
ル
の
徴
候

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
フ
レ
イ
ル

と
は
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状

態
（
日
常
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
状
態
）
の
中
間
の
状
態
を
意

味
し
ま
す
。
活
力
が
下
が
り
加

齢
や
病
気
の
影
響
も
あ
わ
さ

り
、
心
身
が
脆
弱
と
な
っ
て
し

ま
う
状
態
が
フ
レ
イ
ル
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
介
護
が
必
要

な
程
で
は
な
く
、
介
入
す
れ
ば

元
の
健
康
な
状
態
に
戻
れ
る
状

態
で
す
。
今
後
も
健
康
に
過
ご

す
に
は
、
フ
レ
イ
ル
へ
の
気
付

き
と
早
い
介
入
が
大
切
で
す
。

　

さ
て
、
次
の
５
項
目
の
中
で

皆
さ
ん
は
い
く
つ
当
て
は
ま
り

ま
す
か
？
①
体
重
減
少
②
疲
れ

や
す
い
③
歩
く
速
度
の
低
下
④

握
力
の
低
下
⑤
日
常
の
活
動
量

の
低
下
。
こ
の
中
で
３
項
目
以

上
に
あ
て
は
ま
る
と
フ
レ
イ
ル

と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
予
防
と
治
療
で

大
切
な
事
は
定
期
的
な
運
動
と

栄
養
で
す
。
運
動
は
個
人
に
合

　
国
民
健
康
保
険
と
は

　

日
本
の
医
療
保
険
制
度
は
、

全
て
の
国
民
が
な
ん
ら
か
の
公

的
医
療
保
険
に
加
入
し
、
お
互

い
の
医
療
費
を
支
え
合
う
「
国

民
皆
保
険
制
度
」
で
す
。

　

７５
歳
未
満
で
職
場
な
ど
他
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

を
除
い
て
、
必
ず
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
健
康
だ
か

ら
保
険
は
必
要
な

い
」
な
ど
の
理
由

で
国
保
に
加
入
し

な
い
と
い
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
滞
納
処
分
の
取

り
組
み

　

国
民
健
康
保
険

税
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き

の
医
療
費
に
充
て
ら
れ
る
貴
重

な
財
源
で
す
。村
で
は
負
担
の

公
平
性
の
維
持
と
財
源
の
確
保

の
た
め
に
、
滞
納
処
分
を
実
施

す
る
な
ど
、
滞
納
額
や
滞
納
者

数
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

　

国
保
の
納
付
義
務
者
は
『
世

帯
主
』で
す
。世
帯
主
が
他
の
健

っ
た
も
の
、
例
え
ば
ベ
ッ
ド
の

上
で
ち
ょ
っ
と
し
た
足
の
運
動

を
行
う
事
か
ら
散
歩
や
畑
仕
事

な
ど
何
で
も
大
丈
夫
で
す
が
、

一
般
に
筋
力
は
６０
歳
頃
か
ら
劇

的
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
６０
歳
を
過
ぎ
た
ら
ご
自

身
の
運
動
習
慣
を
改
め
て
見
直

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

栄
養
が
不
十
分
だ
と
運
動
も
逆

効
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
３
食
の
食

事
、
特
に
タ
ン
パ
ク
質
や
カ
ル

シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り
と
、
で
き

れ
ば
独
り
で
な
く
誰
か
と
一
緒

に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
独
り
で
い

る
こ
と
は
フ
レ
イ
ル
の
進
行
に

つ
な
が
り
ま
す
。
近
所
の
方
と

お
茶
を
す
る
機
会
な
ど
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
歯
の
健
康
も
非
常
に

大
切
で
す
。
定
期
的
に
歯
科
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
当
然
、
病
気
の
管
理
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
も
大
切
な
の
で
診

療
所
に
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
度
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て

ご
一
考
を
。

　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い

っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る

と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な

理
由
な
ど
で

国
民
年
金
保

険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制

度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
（
５０

歳
未
満
）
」
が
あ
り
ま
す
の
で

手
続
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
２９
年
度
の
免
除
な
ど
の

受
付
は
平
成
２９
年
７
月
１
日
か

ら
開
始
さ
れ
、
平
成
２９
年
７
月

分
か
ら
平
成
３０
年
６
月
分
ま
で

の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
が
で
き
る
過
去

期
間
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を

提
出
し
た
日
か
ら
２
年
１
カ
月

前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と

が
経
済
的
に

困
難
に
な
っ

た
も
の
の
、

申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未

納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
な
ど

は
、
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
港
年
金
事
務
所
☎
０３–

５
４
０
１–

３
２
１
１
ま
た
は

村
民
課
住
民
年
金
係
☎
⑤
０
９

０
４
。

係
も
し
く
は
各
出
張
所
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ご
自
身

の
健
康
状
態
な
ら
び
に
生
活
習

慣
を
見
直
す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
被
用
者
保
険
（
協
会

け
ん
ぽ
な
ど
）
の
被
扶
養
者

（
家
族
）
の
方
の
特
定
健
診
に

つ
い
て
も
、
同
時
期
に
実
施
し

ま
す
。
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
福
祉
健
康
課
健
康
係
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

▽
実
施
日
時
＝
９
月
３０
日
㈯

～
１０
月
３
日
㈫
、
午
前
８
時
～

午
後
１
時

　

▽
会
場
＝
三
宅
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

問
い
合
わ
せ
先
は
福
祉
健
康

課
健
康
係
☎
⑤
０
９
１
１
。

　

中
央
診
療
所
に
お
い
て
整
形

外
科
専
門
診
療
を
行
い
ま
す
。

予
約
制
で
は
な
く
、
診
療
当
日

に
受
付
を
行
い
ま
す
。
受
診
者

多
数
の
場
合
は
、
受
け
付
け
を

早
め
に
終
了
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｉ

Ｐ
告
知
端
末
に
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

▽
場
所
＝
中
央
診
療
所

　

▽
日
時
＝
〈
整
形
外
科
〉
８

月
２４
日
㈭
午
前
・
午
後
、
２５
日

㈮
午
前
の
み

　

問
い
合
わ
せ
は
中
央
診
療
所

ま
で
☎
②
０
０
１
６
。

　

平
成
２９
年
度
の
住
民
健
診
な

ら
び
に
各
種
が
ん
検
診
を
同
時

に
実
施
し
ま
す
（
詳
細
は
別
表

参
照
）。

　

対
象
者
に
は
個
別
に
案
内
し

ま
す
の
で
、
福
祉
健
康
課
健
康

康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、

家
族
の
誰
か
が
国
保
に
加
入
し

て
い
る
と
き
は
世
帯
主
が
滞
納

処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
滞
納
が
続
く
と
保
険
証
の
内

容
が
変
わ
り
ま
す

　

被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は

通
常
２
年
で
す
。
有
効
期
限
が

過
ぎ
る
前
に
新
し
い
有
効
期
間

の
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
が
、

提
示
し
た
と
き
の
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
な
ど
は
、
通
常
の

保
険
証
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
納
付
が
困
難
な
時
は
相
談
を

　

特
別
な
事
情
で
納
期
限
ま
で

に
納
付
が
困
難
な
と
き
は
滞
納

し
た
ま
ま
に
せ
ず
村
民
課
保
険

係
（
☎
⑤
０
９
０
４
）
ま
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

滞
納
が
一

定
期
間
続

い
た
場
合

に
は
保
険

証
の
有
効

期
間
や
交

付
方
法
＝

表
＝
が
変

更
と
な
り

ま
す
。
医

療
機
関
で

保
険
証
を

　

◎
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提

供
は
、
毎
月
１０
日
ご
ろ
ま
で
に

メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
内
容

と
連
絡
先
を
下
記
ま
で
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
紙
面
に

余
裕
が
あ
る
場
合
の
み
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
文
体
は
ご
一
任

く
だ
さ
い
。

　

◎
広
報
担
当
者
は
取
材
の
際

に
腕
章
を
し
て
い
ま
す
の
で
撮

影
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

◎
三
宅
村
で
は
村
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
・
感
想
・
要
望
な
ど

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課

企
画
情
報
係
☎
⑤
０
９
８
４
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
⑤
０
９
３
２
、miyake 

03@ vill.m
iyake.tokyo.jp

表　保険証の有効期間と交付方法

有効期間 更新時期 交付方法
通常の
保険証 ２年間 ９月 郵送

短期の
保険証 ６か月 ９月

３月 窓口交付

別表　住民健診・がん検診の内容・対象者について

名　称 対象者（三宅村に住民登録のある方） 目　的
①�国民健康保険
『特定健診』

４０歳から７４歳までの方
（平成２９年９月３０日時点） 生活習慣病の予防

②�後期高齢者�
医療�
『健康診査』

糖尿病などの服薬のない７５歳以上、
一定の障害がある６５歳以上
（平成２９年９月３０日時点）

生活習慣病の予防

③胃がん検診 ５０歳以上で偶数年の方
（平成３０年３月３１日時点） がんの早期発見・

早期治療により、
がんによる死亡を
予防

④�肺がん・結核
検診
⑤大腸がん検診

４０歳以上
（平成３０年３月３１日時点）勤め先や健康
保険組合などで受診機会がある人は対象
となりませんのでご注意ください。

⑥�肝炎ウイルス
検診

４０歳
（平成３０年３月３１日時点）

肝炎ウイルス感染
の早期発見・早期
治療により、肝硬
変及び肝がんへの
進行を防止

⑦�骨粗しょう症�
検診

40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、
65歳、70歳の女性

（平成３０年３月３１日時点）

早期に骨量減少者
を発見し、骨粗
しょう症を予防

広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ

み
ん
な
の

国
民
年
金

国
民
年
金

国民健康保険税の納付
必ず納期限までに

レ
イ
ル
に
つ
い
て

フ

中
央
診
療
所
長

長
谷
川　

勇
太

整
形
外
科
専
門
診
療
を
実
施

８
月
２４
日
㈭
、２５
日
㈮

中
央
診
療
所

９
月
３０
日
㈯
か
ら
１０
月
３
日
㈫
ま
で

平
成
２９
年
度 

住
民
健
診

が
ん
検
診 

を
実
施

【
緊
急
連
絡
先
】
平
日
夜
間
・
休
日
の
閉
庁
時
の
連
絡
は
三
宅
村
役
場
臨
時
庁
舎
☎
０
４
９
９
４
⑤
０
９
８
１
。

【
防
災
行
政
無
線
】
放
送
内
容
を
確
認
し
た
い
場
合
は
２４
時
間
自
動
音
声
案
内
☎
０
４
９
９
４
⑥
０
８
１
３
。

８
月
は
保
育
料
、村
都
民
税
の
納
付
月
。

８
月
３１
日
㈭
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

８
月
は
保
育
料
、村
都
民
税
の
納
付
月
。

８
月
３１
日
㈭
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

広　報　み　や　け（3） 2017年（平成２9年）8月1日 （第569号）



各観測点での火山ガス濃度の年平均値
やレベルごとの月平均時間などはＩＰ
告知端末で配信。火山ガス濃度の年平
均値の推移は村のホームページに掲載。

三宅島火山ガス濃度情報サービス
①☎04994−6−0565
②IP告知端末（テレビ電話）
③�携帯サイト�
http://www.miyake-so2.jp/keitai/

三
宅
島

デ
ィ
ス
カ
バ
ー

N

S
W

E

祭
り
の
年

日々できる事が増して
楽しい毎日、これから
も笑顔いっぱい元気に
成長してね！

【申込み方法】写真（データ）・名前（ふりがな付）・性別・生年月日・
保護者からのメッセージ（約４０字）に、保護者氏名と連絡先を添え
て企画財政課へ持参かメール（件名：みやけの宝）をmiyake03@
vill.miyake.tokyo.jpへ送信。
【対象】２歳未満。※写真は返却できません。

山
や ま

本
も と

 海
い

織
お り

 くん
誕生日：平成２７年
� １２月６日（坪田）

　

い
よ
い
よ
夏
本

番
。
休
み
の
日
に
は

家
族
そ
ろ
っ
て
海
に

行
く
こ
と
も
増
え
る

で
し
ょ
う
。
海
辺
で

の
ん
び
り
し
た
り
、

海
水
浴
も
楽
し
い
で

な
り
ま
す
。
そ
の
コ
ツ
は
と
に

か
く
静
か
に
そ
っ
と
海
の
中
を

の
ぞ
く
こ
と
。
水
を
バ
シ
ャ
バ

シ
ャ
さ
せ
た
り
す
る
と
、
魚
は

す
ぐ
に
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

静
か
に
の
ぞ
け
ば
、
魚
た
ち
は

安
心
し
て
普
段
の
生
活
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
よ
。

　

ア
カ
コ
ッ
コ
館
で
も
魚
の
観

察
を
楽
し
む
お
さ
か
な
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の

魚
の
観
察
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

メッセージ

６５

三
宅
島
自
然
だ
よ
り

「�

静
か
に
そ
っ
と�

�

の
ぞ
い
て
み
よ
う
」

イ
ベ
ン
ト
情
報

8月は無休で開館しております。また、おさかな教室を8月5日㈯から13日㈰に開催します。
詳細は島内張り出しポスターや☎⑥0410、FAX⑥0458、ホームページの「アカコッコか
らの手紙」で検索。

イベント名 実施日 時　間 実施場所 申込・定員
夜の森観察会
昼間とは違う夜の森。夜に動き出す生き
ものたちを探そう。（入館料200円が必要）

8月
8日㈫

19:00～
21:00

アカコッコ
館

必要・
15名程度

海岸磯遊び
潮の引いた磯でヤドカリやカニなどの生
きものを探そう。

8月
20日㈰

9:00～
10:30

土方海岸
もしくは
釜方海岸

必要・
10名程度

し
て
、
こ
の
夏
は
フ
ィ

ッ
シ
ュ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

長
太
郎
池
や
土
方
海

岸
の
潮
だ
ま
り
で
も
、

夏
は
４０
～
５０
種
く
ら
い

の
海
水
魚
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

「
そ
ん
な
に
は
見
つ

か
ら
な
い
よ
」
と
い
う

方
で
も
コ
ツ
を
知
れ
ば

大
丈
夫
。
た
く
さ
ん
の

魚
と
出
会
え
る
よ
う
に

す
ね
。

　

さ
ら
に
海
を
楽
し
む
方
法
と

が
力
を
合
わ
せ
て
行
事
の
維
持

と
継
承
に
努
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

島
の
文
化
を
発
信

　

三
宅
島
郷
土
資
料
館
一
階
ホ

ー
ル
で
は
、
「
祭
り
の
年
」
に

合
わ
せ
て
、
企
画
展
と
し
て
、

富
賀
神
社
の
巡
り
神
輿
を
担
ぐ

島
民
の
姿
を
、
各
地
区
ご
と
に

精
密
に
描
い
た
伊
豆
地
区
在
住

の
穴
原
甲
一
郎
氏
の
絵
画
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
は

三
宅
村
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係
☎
⑤
０
９
５
２
。

　

７
月
９
日
、
「
第
７
回
三
宅

島
署
少
年
柔
剣
道
大
会
」
が
三

宅
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
御
蔵
島
か
ら
も
剣

道
選
手
５
人
が
出
場
し
、
小
・

中
学
生
合
わ
せ
て
４０
人
が
優
勝

目
指
し
て
熱
戦
を
繰
広
げ
ま
し

た
。

　

試
合
は
、
柔
剣
道
そ
れ
ぞ
れ

小
学
生
低
学
年
の
部
、
高
学
年

の
部
、
中
学
生
の
部
に
分
か
れ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
、
集

ま
っ
た
保
護
者
や
地
域
の
方
の

応
援
に
も
力
が
入
り
、
各
選
手

は
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
神
輿
（
み
こ
し
）

が
島
内
の
旧
五
か
村
に
一
泊
し

な
が
ら
時
計
回
り
に
一
周
す
る

三
宅
島
最
大
の
祭
礼
行
事
「
富

賀
神
社
大
祭
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
、
富
賀
神
社
の
巡
り
神

輿
は
８
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で

隔
年
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
東

京
都
の
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
巡
り
神
輿
は
い

つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
東
京
都
の
文
化
財
指
定
の

説
明
資
料
に
よ
れ
ば
、
１
８
８

３
（
明
治
１６
）
年
頃
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
時
の
三
宅
島
の

道
路
事
情
を
考
え
る
と
島
内
を

神
輿
が
一
周
す
る
こ
と
は
と
て

も
難
し
い
こ
と
だ
っ
た
と
想
像

で
き
ま
す
。

　

道
路
の
悪
さ
が
課
題
と
な

　

７
月
２
日
、
港
区
青
山
中
学

校
に
て
「
東
京
都
中
学
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
夏
季
選
手
権
大
会
Ｆ

ブ
ロ
ッ
ク
（
島
嶼
地
区
）
大

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

三
宅
中
学
校
か
ら
３
人
の
生

徒
が
出
場
し
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

は
３
位
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は

昨
年
に
続
き
優
勝
し
、
都
大
会

出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
３
位
＝

村
上
乃
愛
（
３
年
）

　

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
＝

山
田
航
希
（
２
年
）

り
、
１
８
８
４
（
明
治
１７
）
年

か
ら
「
官
道
大
普
請
」
が
行
わ

れ
道
路
の
改
修
が
進
ん
だ
と
い

う
記
録
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
道
幅
は
、
「
一
間
」
で
す
か

ら
２
㍍
も
あ
り
ま
せ
ん
。
神
輿

の
大
き
さ
も
小
さ
く
担
ぎ
手
の

人
数
も
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
８
９
５
（
明
治

２８
）
年
に
は
本
格
的
な
神
輿
が

新
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

現
在
に
つ
な
が
る
巡
り
神
輿
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

行
事
の
維
持
と
継
承

　

２
０
０
０
（
平
成
１２
）
年
噴

火
災
害
に
よ
り
全
島
民
が
島
外

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
の

巡
り
も
１
９
９
９
（
平
成
１１
）

年
を
最
後
に
中
断
し
て
い
ま
し

た
が
、
帰
島
後
の
２
０
０
９

（
平
成
２１
）
年
に
復
活
し
ま
し

た
。
帰
島
１０
周
年
を
迎
え
た
２

０
１
５
（
平
成
２７
）
年
に
は
神

輿
の
修
復
も
完
了
し
ま
し
た
。

富
賀
神
社
巡
り
神
輿
保
存
会
の

皆
さ
ん
と
各
地
区
の
み
な
さ
ん

　

７
月
１５
日
、
１６
日
の
２
日

間
、
五
穀
豊
穣
・
大
漁
・
家
内

安
全
・
無
病
息
災
を
祈
願
す
る

「
牛
頭
（
ご
ず
）
天
王
祭
」
が

行
わ
れ
、
１５
日
は
御
笏
神
社
に

て
宵
宮
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１６
日
は
午
前
８
時
半
か
ら
保

育
園
神
輿
（
み
こ
し
）
、
続
い

て
午
前
１１
時
に
は
大
人
神
輿
が

宮
出
し
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
内

を
巡
り
な
が
ら
要
所
要
所
で
神

輿
を
力
強
く
も
む
（
神
輿
を
大

き
く
上
げ
下
げ
す
る
）
担
ぎ
手

の
姿
は
、
と
て
も
迫
力
が
あ
り

圧
巻
で
し
た
。
午
後
８
時
に
巡

行
を
終
え
た
神
輿
は
無
事
に
御

笏
神
社
へ
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
あ
と
は
野
と
な
れ�
�

大
和
撫
子
」

宮
内
悠
介
著
：
角
川
書
店

「
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」

柚
木
麻
子
著
：
新
潮
社

　

こ
の
他
に
も
芥
川
賞
受
賞
作

を
は
じ
め
、
候
補
作
も
配
架
す

る
予
定
で
す
。

　

三
宅
村
立
図
書
館
に
配
架
し

て
い
な
い
本
で
も
都
立
図
書
館

に
配
架
さ
れ
て
い
れ
ば
借
り
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
お
気
軽
に

窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

三
宅
村
図
書
館
☎
⑤
１
４
５

３
、
開
館
午
前
10
時
～
午
後
５

時
、
水
曜
日
休
館
。

82

　

８
月
の
小
・
中
学
校
予
定

　

【
小
学
校
】

２３
日
㈬
～
３０
日
㈬

　
　
　

＝
夏
季
水
泳
指
導
後
期

２８
日
㈪
＝�

三
宅
村
教
育
研
究
員

中
間
報
告
会

　

【
中
学
校
】

４
日
㈮
＝�

へ
き
地
・
小
規
模
校

教
育
研
究
発
表
会

１９
日
㈯
～
２６
日
㈯

　
　
　

＝�

第
１０
回
全
国
離
島
交

流
中
学
生
野
球
大
会

（
沖
縄
県
石
垣
市
）

２８
日
㈪
＝�

三
宅
村
教
育
研
究
員

中
間
報
告
会

２８
日
㈪
～
３０
日
㈬

　
　
　

＝�

学
習
会
、
夏
季
水
泳

指
導

　

問
い
合
わ
せ
は
三
宅
村
教
育

委
員
会
☎
⑤
０
９
５
２
。

　

新
着
本
の
紹
介

　

８
月
は
夏
本
番
で
す
。
図
書

館
で
心
の
汗
を
流
し
て
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
図
書

館
に
は
毎
月
新
し
い
本
が
配
架

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
本
は
、
７
月

１９
日
に
発
表
さ
れ
た
第
１
５
７

回
直
木
賞
の
受
賞
作
と
候
補
作

で
す
。

　

【
直
木
賞 

受
賞
作
】

「
月
の
満
ち
欠
け
」

佐
藤
正
午
著
：
岩
波
書
店

　

【
直
木
賞
候
補
作
品
】

「
敵
の
名
は
、�

�

宮
本
武
蔵
」

木
下
昌
輝
著
：
角
川
書
店

「
会
津
執
権
の
栄
誉
」

佐
藤
巖
太
郎
著
：
文
藝
春
秋

大会に出場した小・中学生たち

大会に出場した３人

潮だまりにもいるカラフルな魚

宮出しされた神輿

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の

都
大
会
出
場
決
ま
る

御
笏

神
社
「
牛
頭
天
王
祭
」

都
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

夏
季
選
手
権
大
会
島
嶼
地
区

小
・
中
学
生
が
熱
戦

三
宅
島
署
少
年
柔
道
剣
道
大
会

迫
力
の
み
こ
し
渡
御
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